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『蚕都j二回』紫栄の面影を残す
塩尻地区は古くから聾歪や蚕種 (蚕の卵)業が盛んなところで、江戸時代から大

正時代にかけて全国屈指の蚕積白生産地として栄え、園内はもとより海外にも輸出・

販売されていました。今でも当時の繁栄を物語る家並み、蚕室造り白家や土蔵があ

ちらこちらに見ることができます。

また、千耐{川沿いに吹く川風が、墨田葉に寄生する害虫を振るい落としてくれる

ことから、蚕に与える畢の栽培も盛んでした。当時、畢閣は千曲川の河原から太郎

山白山麓までー商に広がっていましたが、今では山麓の段々畑の石垣などにそ白面

影をとどめるだけとなりま Lた。かつての 『歪都上回』を物語る貴重な遺産です。

「塩尻地区は歴史的な紐物が数多く残っています。詩量みは魅力的で、多くの人

に訪れてもらいたい場所です。散策して立ち寄れるお庖や資料館など、ゆとりが感

じられ、心のよりどころとなるような空間ができるといいですね」と山浦さん。

秋和・上頃尻・下寝尻の各地区では、盤葺・蚕種に関辿した産業遺産や旧北国街

道などの 「大切にしたいもの」を地域の皆さんで確認し、評価する活動が進んでい

ます。地域の賀郡を摘り起こす 「まちづくりワークンョップ」、 写真コ ノテスト、

フォトハイキング、ガイドマップ作り、学習会など多彩な活動に取り組み、今後は

具体的な活用について構想をまとめる予定です。市としてもこの地峨づくり活動に

積極的に協力・支援を行っていきます。
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布陣村合併をるも伝考元る』

(JA I6I11ヨ~r3f"
耳切/久子さん即暗躍~v1';Z何• 不安や勉強不足を感じる.具体的な情線提供を

合併で中心部と腫村部白地壇格差が生じる

のではないか、きめ細やか在サ ビスが失わ

れるのではEいか、介11惇険料、水道料金、税金などはどう

かなど、たくさん問題I~あると思う。構，買では合併すると 100

%良くEる、 すばらしい夢のあるまちになるという賓待ちに

怠ったが、不安もいっぱいあり、勉強不Eも感じている.愈

が辛くてはいけ砕いのか熊りも感じる。

私lま今の上田市に高足している.合併について{止まだ私

たち宜性の理解がEりないし、会場の皆さんの中にも初耳と

いうかたがいるのではないか。やはり自治会を中心に、阜く

今日のよう，"，1:¥や合併の組み合わゼもきちんと示し、安心し

て暮らでる地壇づくりを住民書加で考えていくことが大切だ

と思う.そして地揖の活性化につ立がり、老いも著きも集ま

るようなまちづくりを前担とした合併ができたらいいと思う。

I}.彬三喜雄さん仕小畑曽御崎信E• 分舗を宝える財2震の磁立を.合併1:住民合意で

地方分績は事務分担の面は運んでいるが、

財車問題!率先送りされている.税財覇に乏し

い市町村I~地方交付税砕くしてはやっていけず、合併しても

10年聞は保障されるが、その瞳はどう怠るか大霊心配。地方

分権の推進には、それを支える地方財覇の確立が必要だ。

また、市町村合併は住民合意が非常に大切だ。住民が自主

的に話し合える場や、首畏同士、各市町村町議会同士の毎し

古いが必要。道路等の社会量本が聾備され周辺市町村まで30

分で行けることや、特倒法の期限も考えれば、合併も必要で、

有事J，"，特例措置を檀わ砕い手はないと思うが、やI~り住民合

意を考えて葦めていきたい。

古併の範囲は、今のよ田広爆の範囲をφ心に考えていく必

要があるのではないか。上田市が中心的世割を担い、今日を

契織に行政も住民も.割に考えていって故しい。

移貞夫ミヲノも「土E柏崎'j68'盆~.)• 首長・.会・符政の積極的な盗"をIIt

最近、新聞には壇目、合併の記夢が出て買

置の盛り上がりを暗じるが、首長 ・擁金町明

確$意思表明がEいとI:\ I~量まない. '"'ぜ合併が必要なの

かという控げかりで主く、東慣地盤量の母体である上田市が

.合併についてのご意見・お問い合わせは

企画際までお寄せください

(圃③5，，2・園@4'OO

• EMmail:kikakuka@citv.ueda.nagano.jp) 

もっと大き草声を上げ、合併の組み合わゼやメリット デメ

リッ卜などを示して酷しい。その上で、住民が合併問題を自

分の問題として担えられるよう、自治会等の住民組蝿を活用

し、意嘩喧革を韮める場を世けて欲しい。また、よ小広壇圏

在中心に、 生活圏在ピ日常的主つ在がりのある地域が つに

まとまっていければと思う。 特倒市 (※3)程度の規槙に止

れ{耳、上田市の行政がもっと幅広く大胆に打って出られると

思う。期限までに合併し'"'いと合併特伊措置の適用もない。

乗り亜札ると損をすることは明白。座して待つより行政等の

積唖的な聾曹を要望したい。- O玖匁厳軍句協1Itl!ItI(!)jJ;ItI，舌111g厳正苦切さん 回航腕時加畑
「いずれは合併Jではなく、とにかく愈いで

市民生活においては既に市町村の枠は牢〈、

してもすくに大きく変わることはないと

思う。実揮の生活圏を見川11耳、居正主地と勤務地で市町村が量っ

ても、合併で両方自世唱で各種証明・がとれたり、勤務地付

近の梶育園が利用できる牢どのメリットが考えられる。「周

辺部がさびれる」と心配する簡もあるが、ヵって上田市と合

併した塩田地区や川西地区は人口が虫歯えている実態がある。

軍を盟て嘗える時、前と全く同じ軍を作る人はいなし、。合併

も同樺に編入合併でなく新股古桝を望む。倒えI~条例は単に

大きい自治体のものに吉わせるのではなく、全てを見直し新

しい条例を作るべきである。

このようなシンポジウム、研修会、地区ごとの懇級会相手

回を量羽て積しい。市町出前構座も積極的に活用して欲しし、

以前 I~ rいずれは吉併Jでよかったが、時間のあまりない今

は、とにかく愚いで欲しい.

コ-r.ィ手タ
(!I!I1.古学噴獲

安井孝次さん w.別刷儲，.)
合併問題を通じて、改の ζ砲事."見Jの..，

合僻問題の主主主動機に園 ・地方を通じた財

盟問題があり、主付税削掘、思輿措置の両面

で乗り壷れるなという憲見が事いが、住民にとってl墓地方自

治と I~何か、地瞳生活をどうするのかを改めて聞い直されて

いるのでは在いか。パネリストの皆さんには住民の立場で市

町村合併についてのご軍買を伺った。共通する点目、具体的

な組み合わせや将来像など、!I愉の材料を懇般会主ピ書くの

機会に示すこと。また‘首畏 ・蝿員のリ ダ シッブの尭揮

などということであった。

由人的意見だが、現穫が大きlフ札ぱ効率的という吉併のス

ケ ルメリット抽I~都市町理柚だと思う。劫皐性こそ追求で
きEいが、水車を守り理績を保全するという、公益的在機能

を畢たしている山間過鶴田小埋複自治体が県内にもたくさん

ある。合併問題I~日本の地方自治に関わる大き在問題を吉ん

でいると考える.

14.2.16 [2] 



tIIk惨で考えよう
明日0)わが彦ち、未来0)地域

~市町村合併をともに考えるシンポジウム~
地方分権を璽現し将来白地績をどうつくっていくカ¥吉併の是非も吉め地埴住民の皆さん

と早急に櫨輸を軍めていく必要があります.今後、周辺町村へ呼びかけるとともに、情報提

供や幅広い損歯を行う織として地緩曹般会などの開催も予定しています。

今回1<11月19日出に開催したシンポジウムの概要をお知らせします.合併問題1<1地婦のま
ちづくりを誼めて考える絶好の割健全です.みん牢でいっしょに考えましょう. 

. 嗣鴫潰

F市町村合併の出h動き出三担

昨年前半までは国が熱心な反

面、地方ではあまり盛り上がら

ない感じだ勺た。その桂、急速

に状況が変化し、全国で研究会や協犠舎を作る自治体が

半分を超えた。現在、 11地域が今年から来年はじめにか

けての合併を決めている。 この背景には、 合併特例法

(※ 1)の期限である平成17年 3月までに合桝しなけれ

ば財政面の恩典借置が畳けられないことや、 合併協績会

(※ 2 )設立から合併まで約 2年がかかるため、乗り遅

れたら大変だという気運の広がりがあるのではないか。

ι 一
昭和由大合静から半世紀、生

活圏 ・経済聞は拡大したのに、

行政区壊は小さいままでずれが生じている。上田地域を

見ると、上田市と周りの町村はかなり一体化しており、

合併したほうが実態に合う。タ子高齢化が進む中、地域

人口四重化も見逃せない。お年寄りをどう支えていく白

か、もう自治体として生きていけない白ではという不安

を事〈の小規模自治体が抱えている。日本白人口は2∞6

年をピークに減少すると言われ、地方自大都市は人口が

減らない分、他の市町村は融滅すると予想される。まさ

に生き残りをかけた地域間競争の時代。今は地域の中核

である上田市も、じっとしていたら長野 ・松本など大き

な都市に位み込まれる恐れがある。践である上田市を中

心に大きな形にしていくことが望ましも、。これからは強

さ、大きさが必要。合辞することで知名度やイメークも

高まる。財政面では今桂、地方自市町村を手厚く保護L

て圭た地方交付税が減少する。一方では本格的な地方分

権時代に向け、専門職員白育成など体制づくりが必要と

e駄四日現悩

どきあ

講師坂田期雄さん
複線町出身."京大司P涯学"等調..自，台斤(現組
務省〉入省後公..盆鍵続-，... 自治大字綬"
.. 敏慢などを湿伝.昭和以年東洋大象徴漫.現在
.市経省総合研究所昼東洋大掌各省E敏侵‘酉九
州大学敏復.・攻陣地方自治、..市経曾臥地蟻
福祉.

な勺ている。小規模自治体ほど専門職員を育てることが r

厳しく、合酔により専門職員を育てられるメリットは大 ‘

きい。他方、「きめ細かな行政ができなくなる」、「地域

白文化や個性 ・伝統が先われる」など白懸念は、自治体

職員や住民の地域での取り組む安勢にかかっている。ま

た、周辺部にできるだけ配慮することが大切。合併を成

功させた岩手県北上市長は告慣をこう例えている。

『あじさいは一つの大きい花だが、中には色とりどり

白小さな花がたくさんある。一色に塗りつぶしてしまう

のではなく、それぞれ由花(旧市町村)のいい特徴を活

かしながら、新しい一つの色を作ってい〈ことだ」
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上回地域は生活臨、経済聞の

一体化に加え、広域連合による

ゴミ・し尿処理、消防、介護保

険など行政面でもつながりが深い。これは大きな強み。

活かさない手はない。まずパートナーを決め、話し合い ( 

の場を持つことが必要。いちばん望ましい由は法定合酔

協犠会。協議会設立には償金の議決が必要で、合併特例

法の期限(平成17年 3月)を考えると今年前半がぎりぎ

りではないか。やはり地域の中心である上田市が呼びか

けないと。首長、議会のリーダーンップが望まれる。こ

れから地方は未だかつて経験したことのない激動の時代

を迎えようとしている。今桂、地場がどうなるのか大き

な分岐占に来ている。乗り週れて取り残されること白な

いよう急ぐ必要がある。

機t合併特例這/市町村の自主的な合併を縫遣し、合併後のまちづ〈
りを支慢する特債を定めた法徳.期限は写成17年3月31因。
【主怠特例1
・地-鴎金合併後も地域住民凋声を施策に反燥させ、きめ細や
か"行政サービスを実現することを目的とし慢げられた制度a合
併前の18市町村の区峨ごとに般置でき、合併後の市町帽の畏に対
して地織の憲男を述べることができる。

b治方交付税奥震の特例合併で経質問節揺が可能と怠り 計算上
'"必要な地方交付税'"減額と怠るが、合併後，.年間に限り合併以
前の機成市町村の地方交付説合計額全額か保障される。

。地方・の嶋例〈含併特例領} 新しいまちづくりの計画に基づ〈
公然絡般の盤備などのために 合併後同年聞に限り地方債〈合併

[3) 14.2.16 

特例0・}を借り入れることができ、元利償還金の70.が交付税で
摸される.仮に上包地'*広，.連合を偶成する9市町村の合併で、
借り入れ可能な特例債の限度額はおよそ660億円と鼠'摩される.

猪 2合併協‘禽/関係市町村が合併すること自体の可否も含め 合
併の時期 ・方式や合併後の新しいまちづくり計画の作成など、合併
に関するあらゆる事項について箇峰する組拠。任意也厳会とa会の
楓淡を経て股置する議定也自隆会がある。

務3符例市/人020万人以上の市であることが街定要件。指定を受lフ
ると鶴市計画面誌に基づく開発行為の併可など16這律20項包について
の司区務が包道府県から移噂される.市自身の判断で処理できる仕夢
の庭園が広がり、事務処理の沼運化などにより住民サ ビスが向上
する.



日倒~同4日酬に市慢会決耳特別聾員会

で毘宣されました.

市税の肉眼
、

l市たほと視 8・684万円
観市計画現 12・1.107万円

陸自劃軍総ほか 2・2.640万円

t 

林道整備事畢 9.833万円

松くい虫防除対軍事量 3億5，001万円

商工貴
商業振興助成 1億6，817万円

工業彊興助成 1，952万円

商工業団体助成 2，99)万円

中小企量融量 28億9.734万円

観光宣量事聾 1，858万円

土*費
主通安全施設整備事業 5億3，180万円

市道新設改良事業 18曙4，9))万円

街路盤備事聾 13億3.970万円

都市公園整情事業 6;官549万円

地方交付輯

710・1.684万円 (16.1%)

国庫支出金

33億7.934万円(7.7%)

.，有視

1730・1.124万円
(39，3%) 

l市慣 49億4.480万円 (11.2%)
誼岨以 35儲6.844万円 (8，1%)

県支出童 170・1.560万円 (3.9%)

護会費 3償2.291万円 (0.7%)

l総務費 42健7.529万円 (9，9%)

民生費 79億511万 円(18.3%) 

衛生費
250・415万円 (5.8%)

労働費
E健4，079万円
(0，6%) 

農林水産業資
26億

194万円
(6.2%) 

商工費
43億

8，244万円
(10.2%) 

教育費 43傭4.581万円 (10.1%) 

公債費 64億7，935万円 (15.0%)

出書置|日!関 2.411万円 (0.1%) 

-物件費 44・5，541万円 (10.3%)

・補助費等 38僧5.821万円但9悦}

、・2実働賃 33・3.304万円 (7.7%)歳
出
を
性
質
別
に

み
る
と

-公債費
64健7.925万円
(15.0%) 

市商地再開尭事業 2億62万円

市営住宅建設事業 3億1.277万円

信酒国分寺駅駅前広場整備事量

6億1，283万円

消防費
防火貯水帽の新設・政修 1.702万円

小型動力ポンプ軽檀載車等購入

1，348万円

川西地区防災センター建設事聾

9，314万円

教育費
神I11小学校塵内亜動場直築事業

4億6，833万円

教育用コンビュ タ整備軍宮事業

1億551万円

‘市道川辺町圏分輔 l 

I 市街地環状道路の部として、平成6年
歯」度から事業を進めてきた市道川辺町圏分線
"'~力開通しました。これにより慢性化してい

た圏分西国E差点周辺の宜通渋滞カ緩和され
上信鍾自動車道上国菅平インタ へのアク
セスが向上しました。
.会長 410m/車道幅7m/歩道幅

3m 

.貸付金 31119.809万円 (7.4%)
・鰻出金 31・8.298方向 (7.4%)'

・総得補修費lまか 17・85万円 (4.0%)

埋蔵文化財尭掘調査事業 6，189万円

文化腫興事業 2.79)万円

市誌編さん事業 4，910万円

よ田端跡整備事革 4.519万円

市民の轟スケ 卜窃改修事業

8，610万円

農林水産業施設災害哩旧恵業

2.411万円

14.2.16 [4] 



匡ー分

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

・水道事業のあらまし

水道司区難

産院事業

鎗水人口(戸数)102，675人 (39，607戸)
年間配水量 1，552万819rrl'
建骸改良事業 14億6，738万円

収入

22偲1.1団万円

13依6.179万円

2億5.422万円

。同

宣.出

21惚9，734万円

19偉6，658万円

2惚5，40B万円

88万円 『平成12年度浪鱒』は昨年10月 1

に古いて審概され、 12月市機会定例会

宮
司
解鵬骨盤

【一世会計1
地Ji公共同体の骨過般の IJ~t売を処理する

ための金日|のことを指します。

I特別主計1
特定の事業を、特定の収入でまかなうてい

る会計を特別会計といい、一般会inの歳入提

出と区別して経理を行っています。

【公営企聾会計】

公営企業主alも、特定の、JI;駐を特定の収入

でまかなっている会e汁ですが、地の金"十とは

迫って法律で設置が定められていることと、

純理方法が一般会話1や特別会:ltとは虫、なるこ

となどから、他の会，;1とい〈別されます。

.産院事業のあらまし

入院患者数

外来患者数
新生児数

4，778人〈延べ)

11，938人〈延べ)
352人

各事業のあらまし

噛刷喝明棚万開阿l輔付蜘目並輔金 3叫件 (5白悶石

1.加入者数 9唱仏札5田31人 .見舞金支給状況 3.3凋80方阿 (4紛e田0件〉
5，117万円l【・チャイルドシート鴎入費補wl晴況 875万円 (94'件)

f・処理区媛人口 53.臼7人(普及寧43.8%) .処理区緩戸数 21.3ω戸(倍及率47.5%)
例信8日8万円|

|・処理面積市内全 s処理区 2，12~五，. (盤備事69.9%)

l・処理区峰人口 1え699人〈普及.10.4%) .処理区媛戸数 3，016戸{鑑及率6.7%)
23(1:7，72泡万円 11.供用開始地区 対象18地直中供周鴎抽地区13勉区

89健6，842万円

2沼健綿4万円

一般会肝の

主な使いみち

第三次上田市輯古計画

後期基本計画冊子作成 457万円

地域荷星通信

ネットワーク整備事業 900万円

公共施設案内予約システム

インタ ネット化導入事業 545万円

民生費
身体障害者入活サ ビス・ホ ムヘル

パ-iIi¥遣事業 3.217万円

樽智者福祉施霞建段事業補助金

5.500万円

配食サ ビス事輩 2.718万円

繁塾通報装置設置事業 1，683万円

高齢者福祉施設整備事業

1，恵3.646万円

介護樺険円滑導入事業 川田万円

[5) 14.2.16 

塩田中央揮育園移転世築事量

1億2.249万円

衛生費

円

円
万

万

業

7

回

事

団

げ

備

:

業

盤

整

事

1

設

策
嫡

附

担

車
動

量

活

再
レク

量

イ

革

サ

み

川

'

-

」

J 三三入

園

ごみ処理事草 3億1.613万円

人間ドック横査費用補助金

1.440万円

各種検診事業 1億1，414万円

マルチメディア在宅介檀宣撞モデル事

業 936万円

緊急情報ネットワークンステム事聾

959万円

労働費
勤労者住宅建設量金融量預託金

8.000万円

勤労者生活量金融貰預匠金

2.000万円

勤労者退職金共済掛金補助金

1.622万円

属綜水産業費
中山間地域直撞宣払事聾 1.740万円

塩田町館己主修事業 750万円

ふるさと揖道緊急整備事業 011西地区)

2億4，202万円

塩田西贋村公園整備事量

1億229万円



バランスシート
これまで田地方自治体自決算では毎年度ごと白

現金収支の状況をお知らせしてきましたが、この

パラノスンートを作成することによってこれまで

市がどれだけの仕事をしてきたか、その蓄積を明

らかにすることができます。

貸方
お金をどこからいくら鎮めたか

{賞金の調達状況)

【負債の部】 (市民一人当たり)
檀円 (円)

固定負債

(1 )地万世 598.07 (489，700) 

(2)退職手当引当金 50.13 (41，000) 

固定負憤合計 648，20 (530，700) 

2 流動員慣

(1)翌年度置理予定額 43.79 (35，800) 

流動負慣古計 43.79 (35，800) 

負慣古計 691.99 (566，500) 

【正味資産の部】
(市民一人当たリ)

檀円 (円)

国庫支出金 153.53 (125，700) 

2 県支出金 79.84 (65，400) 

3 一般財源等 日62.73 (542，600) 

正味量産合計 896，10 1733，700) 

負債 ・正味量産合計 1，588ω (1，300，2∞l 

保瞳特別会計、介護保陸特別会計の事業会計1.含ま
れません。

@市民 1人あたりの金額は、平成13年3月31日現在の
人口122，142人で割り、端数詞盤してあります。

⑤土地を除く固定量産は、国の示した耐同年数に基つ
いて証価慣却を行いました。土地については取得時
の価絡で評価してあります。

ノ負債の部の状況

取得した資産(財産)のために、これから支払わなければ

ならEい将来的な財政負担白金額を示します。

負債白総額は約692憧円で、そのうち地方債は約642億円

(翌年度慣置予定額43憧7，900万円を含む)となっています。

市民 l人当たりの負債は約57万円です。

ノ正味資産の部の状況

取得した資産のために使ったお金の額 (将来に負担を残さ

ない貴金)をあらわします。この中には、市税のほか、国庫

支出金や県支出金も含まれます。

資産合計約1，路8億円のうち約896億円を市税などで取得し

たことになります。

一般企業において、財務の安定性を判断する基準として

「自己資本比率」が使われますが、これに相当するものとし

て「正味資産格成比率」があります。

正時資産構成比率=正時資産+資産総額x100=56.4% 

上田市の平成13年3月31日現在の正味買産構成比率は56.4

%となり、前年度より 1.0ポイント上昇しました。

.普通建設事業に係る補助金、負担金の状況

地方公共団体では自ら所得する貰産自ほかに、県や自治会

など諸団体に補助金や負担金として支出し、間接的に賢産形

成が行われる場合があります。これらは、その団体の賢産と

なり、 上回市白バランスシ トには告まれませんが、税金な

どにより貰産形成されたものですから、その状況を把握して

おく必要があります。

上田市で昭和44年度から平成12年度までに諸団体の賢産車

成白ために支出した補助金など白総額は約331憧円で、主な

ものは土地改良事葉(農道・水路など)などの農林水産業関

係白約187億円、県事業(県道改良など)負担金などの土木

出l僻で約74億円、広域通告が行う施設整備(創造館、クリー

ンセノターなど)などとなっています。

.普通建飯事業に係る補助金、負担金の状況表

用 珪 金 額

総務畳間匝 12億 3田万円

毘生置関岳 11瞳7，8叩万円

商生置関保 10億2.5凹万円

塵林水産車貴闘匝 187億1.3四万円
商工置関保 25檀1，9叩万円

土木畳間距 74檀2.9田万円

そ の 他 10億5，6凹万円

| 問い合わせ/財政課(固③5113)

14，2，16 (6] 



- 関与主重量 出叫墨凪凶圃圃園

資産の部の状況 ¥ 

これまでに取得した量産 (財産)の状況を示しています。

道路、公共施設などの「有形固定資産」四ほか、出貰金、貸

付金など由権利や積立金、現金、未収金となっている税金な

どが含まれます。

資産白部では、総資産約1.588億円申うち、有形固定賢産

である土地、建物が約1，463億円で資産全体白約92%を占め、

践りのうち基金、出資金、貸付金等が約104億円、税金の滞

納などの未収金が約21憧円となっています。

有形固定貰産を行政目的別に見ると、道路、公固など由整

備白ため由土木関保が約780億円(有形固定資産全体の53.3

%)と最も多く、次いで小中学校などの建設費を含む教育関

係の約372億円(同25.4%)となっています。

市民 l人あたりの有島固定資産は、約120万円です。

E行政目的別の有形固定資産割合

》バランスシートの前年度比較状況《
平成13年3月31日現在で、上田市白普通告計由総貰産は、

合計で約1.588億円となりました。前年度に比べ約36億円の増

となりました。

負債は全体で約692億円、前年度に比べて約0.7億円目減、

資産と員憤白差額にあたる正味賢産は約896億円で前年度に比

べ約37億円の増となりました。

・バランスシートの前年度比較状況表 ※( )円は前年度

【資 産】 I負債】
1有E固定資産 1固定負慣 648.20億円

1.463.04億円 (652.07億円)

(1，428.42憧円) 2流動負債 43.79億円

2投量等 67.4旧億円 (40.65億円)

(73.70槽円) 員慣合計 691.99億円

3流動資産 57.57億円 (692.72憧円)

(49.67億円) [iE聴資産】
資産合計 1.588.09億円 896.10億円

(1.551.79憧円) (859.07億円)

[71 14.2.16 

議長EE上田市の
バランスシ ト(貸借対照表)は、 「どのくらい

財産をもっているかワJr財産を手に入れるために

どうやってお金を工面したか ?Jなど四財政状態

を示す 覧表で、民間企業などで用いられている

ものです。

信方
お金を何にいくら使ったか

(資金の運用状況)

[資産の部】 {市民一人(当円た)り}
憧円

有形固定量産

(1 )総務量 24.01 (19，700) 

(2)民生貴 58.55 (47.900) 

(3)韓i生量 12.08 (9.900) 

(4)労働費 1.38 (1.100) 

(5)農林水産章置 150.05 (122.900) 

(6)高工費 56.14 (46.000) 

(7)土木置 779.56 (638.200) 

(8)消防費 5.24 (4.300) 

(9)教育費 371.84 (304，400) 

(10)その他 4.19 (3，400) 

有形固定量産合計 1，463.04 (1.197.800) 

〔うち土地〕 619.19 (506.900) 

2 投資等

(1)投資および出量金 12.42 (10.200) 

(2)貸付金 14.78 (12.200) 

(3)基金 40.28 (32.900) 

投資等合計 67.48 (55.300) 

3 流動資産

(1 )現金・預金 36.60 (30.000) 

(2)未収金 20.97 (17.100) 

流動資産合計 57.57 (47.100) 

E 

量産合計 1，588凶 (1.3ω.200) 

ー ーョー~量-

Tち5~ジー ー・成上基本的 ー

①国の全国的な統一基準により作成しています。
②作成の基準日を平成13年3月31日(平成12年度末)

とし、昭和44年度から平成12年度までの決第数値を
もとに作成しています。

③普通会計決算に基づく作成ですので、上水道会折、
産院会計、公共下水道特別会計、盟業集落排水特別
会計7doピの企業会計や国民憧康探険特別会計、老人
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凶
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。
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。
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みんなで行こう明るい選挙
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。
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あ
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困
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!;tEt.lU内てff'
符けるのがいい。，

-
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
室
〔
上
田
市
福

祉
会
館
2
階
)
、
豊
殿
・
塩
田

・
川

西
の
各
支
所

-
期
間

3
月
日
日
聞
か
ら

3
月
日
日
出
ま

で

(各
支
所
は
同
日
日
制
ま
で
)

.
時
間

午
前
8
時
初
分
か
ら
午
後
8
時
ま

で

(各
支
而
は
午
桂
5
時
ま
で
)

-V持
ち
物

入
場
券

(届
い
て
い
る
場
合
)

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
て

一
定

由
要
件
に
該
当
す
る
か
た
は
、
在
宅

の
ま
ま
郵
便
に
よ
り
投
課
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
貝
金
へ

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

指
定
さ
れ
た
次
の
施
設
に
入
っ
て

い
る
か
た
は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
の
で
、
施
設
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

-
上
田
市
内
の
指
定
施
極

国
立
長
野
病
院
、
安
藤
病
院
、
千

曲
荘
病
院
、
上
回
病
院
、
小
林
脳
神

経
外
科
病
院
、
柳
沢
病
院
、
川
西
病

院
、
報
恩
寮
、
長
寿
閥
、
室
賀
町
里
、

上
回
し
い
の
み
図
、
し
い
の
み
療
援

圏
、
御
所
苑
、
ほ
の
ぼ
の
、
チ
ェ
リ
ー

ガ

デ

ン

手
続
き
の
方
法
は
、
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会
(
固
⑧
5
4
3
8
)

禁止される
選挙運動
.飲食物の握供の禁止

選苧運動に関しては、飲食物を提供すること

量耕選挙公報を

ご覧ください

ポスター
掲示場の
設置に
ご協力を/

は禁止されています。候補者の氏名、経歴、政

見などを掲載した選草公報 ただし、お茶や日常用いられている程度の菓

子は差し支えありません。

上田市では、遭場運動Jljポ

が発行されます。

自治会にご協力をお願い

スター掲示場を市内400か所

に設置Lます。 陣中見舞いに遇挙事務所等へお酒を持ってい

ご注意くださくことも禁止されていますので、して全世帯に配市しますが、設世が予定されるお宅では、

期間中白設置場所由提供にご b 、。自治会に加入されていない

などの理由で郵送を希望す -戸別訪閣の禁止協力をお願いします。

候補者はこの掲示場以外由 立候補届出佳であるか、立{匝補自決意前であ

るかを!問わず、Jili続して戸別に選挙人の居宅を

訪問し、投票を依頼したりする行為は、禁止さ

るかたは、事前に選事管理

委民会に申し出てください。

また、市役所、各支所お

よび市内 6公民館等にも備

ご利用

場所には選挙運動JIIポスター

れています。

このほか選挙運動等についてご不明な点は、

選挙管理委員会までお問い合わせください。

えてありますので、

をはることができません。

また、この掲示場を壊した

り、ポスタ を破いたりする

と法律により却lせられます。 くfごさL、。

14.2.16 [9] 



ぐ

国
際
支
流
に
つ
い
て
の
報
告
書

海
外
留
市
と
の

支
流
の
あ
り
方
に
つ
い
て

現
状
と
標
題

こ
れ
ま
で
の
海
外
部
市
と
の
交
流

は
、
行
政
が
総
合
的
な
交
流
を
目
的

と
し
て
姉
峠
提
携
を
結
び
、
行
政
先

導
由
も
と
で
市
民
が
書
加
す
る
形
で

進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
全
国

的
に
み
て
も
、
海
外
部
市
と
田
新
艇

の
姉
峠
提
携
は
平
成

4
年
に
ピ

1
ク

を
迎
え
た
桂
は
伸
び
悩
み
、
特
に
平

成
凶
年
以
降
は
量
減
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
自
治
体
が
民
間
交
流
を

促
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、

在
住
舛
国
人
の
増
加
に
よ
り
、
そ
の

面
で
の
施
置
に
重
占
を
置
く
自
治
体

(
抜
粋
)

が
増
え
た
こ
と
な
ど
が
事
げ
ら
れ
る
。

上
田
市
で
は
、

平
成
9
年
に
ア
メ

リ
カ
・
ロ
ー
リ
!
市
と
カ
ナ
ダ
・

ハ

ン
ツ
ピ
ル
町
が
姉
妹
都
市
候
補
に
な
っ

た
が
、
ロ
l
リ

1
市
か
ら
は

「拠
地
問

に
は
興
味
が
江
い
」
旨
由
意
思
表
示

が
あ
勺
た
。
ハ

ン
y
ピ
ル
町
と
は
、

上
田
市
か
ら
の
中
学
生
を
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
受
け
入
れ
る
な
ど
前
向
き
な

交
流
が
行
わ
れ
た
が
、
賢
企
画
で
の

問
題
か
ら
来
日
が
実
現
せ
ず
、
相
E

交
流
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
に

あ
る
。

国
間
同
問
問国

ハ
ン
ツ
ピ
ル
町
と
は
、

「
相

E
交

流
が
進
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ

以
上
の
交
流
は
進
め
な
い
」
と
の
回

( 

害
が
畳
も
多
か
っ
た
。

希
望
す
る
交
流
の
分
野
は
、

「
文

化

・
芸
術
」

へ
の
関
心
が
高
〈
、

「背
少
年
交
流
」
が
こ
れ
に
続
い
た
。

こ
れ
か
ら
の
海
外
部
市
と
の
交
流
に

つ
い
て
は
、

「
市
民
が
主
体
と
な

勺

た
交
流
を
行
政
が
サ
ボ
!
ト
す
る
形

で
進
め
る
」
と
の
回
答
が
最
も
多
く
、

市
民
が
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
主
体
か

ら
市
民
主
体
の
交
流
を
望
ん
で
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

悶
間
同
四
四
M
H
U

.
海
外
都
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
白
姉
妹
提
携
と
い
っ
た

形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
に
気
軽
に
付

き
合
い
、
フ
レ
ン
ド
リ
!
な
交
流

を
進
め
る
。
市
は
、
市
民
の
さ
ま



ざ
ま
な
交
流
に
対
し
て
側
面
か
ら

サ
ボ
!
ト
す
る
。

-
カ
ナ
ダ
・
ハ
ン

y
ピ
ル
町
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
姉
妹
都
市
型

の
主
流
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

気
軽
な
交
流
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
都
市
町
一
っ
と
位
置
づ
け
る

0

・
市
は
、
中
高
生
が
英
語
閣
の
都
市

で
ホ

1
ム
ス
テ
イ
が
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

一
般
市

民
に
対
し
て
も
、
海
外
部
市
で
の

異
文
化
体
験
の
機
会
と
情
報
の
提

供
に
努
め
る
。

-
上
田
市
に
は
多
数
白
ブ
ラ
ジ
ル
人

が
在
住
し
て
お
り
、
市
民
が
ブ
ラ

ジ
ル
を
知
り
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
市
と
し
て
プ
ラ

ヲ

ジ
ル
と
白
交
流
を
積
極
的
に
進
め

'
G
。

現
状
と
園
町
題

平
成
2
年
の
出
入
国
管
製
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ベ
ル
ー

な
ど
か
ら
の
日
系
人
の
入
国
が
急
地

し
、
平
成
元
年
に
4
2
0
人
だ
っ
た

市
内
外
国
人
畳
障
者
数
は
、
平
成
同

年
に
は
約
4
6
0
0
人
と
な
っ
た
。

こ
白
う
ち
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
約
2
6
0

0
人
で
あ
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
地
域
住
民
と
在

住
外
国
人
が

E
い
に
認
め
告
い
共
に

生
活
し
て
い
け
る
共
生
社
会
を
築
く

こ
と
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

官
葉
や
習
慣
白
追
い
か
ら
、
市
民

生
活
や
教
育
、
健
全
育
成
な
ど
の
分

野
で
新
た
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

周
回
開
M
E
E

共
生
社
会
を
築
く
に
あ
た
っ
て
は
、

外
国
人
に
対
し
て
の
「
地
域
情
報
の

提
供
」
や

「自
治
会
へ
の
加
入
促
進
」

が
重
要
と
考
え
る
人
が
事
い
。
ま
た
、

行
政
へ
由
要
望
と
し
て
、

「外
国
人

相
談
窓
口
の
充
実
」
、

「
日
本
語
教
室

白
開
催
」
、

「情
報
交
換
白
場
白
提
供
」

が
挙
が
っ
た
。

ま
た
、
在
住
外
国
人
か
ら
は
「
近

所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ン
ョ
ン
」
や

「
公
共
施
設
白
利
用
」
で
困
っ
て
い

る
人
が
多
く
、
行
政
へ
の
要
望
と
し

て

「外
国
語
版
の
行
政
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
」
、

「外
国
人
相
談
窓
口
白

充
実
」、
「懇
談
会
の
開
催
」
な
ど
が

挙
が
っ
た
。

問
問
州
四
四
川
H
U

・
市
民

一
人
ひ
と
り
が
異
文
化
を
理

解
し
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
教
育
、

生
涯
学
習
を
進
め
る
。
ま
た
、
市

民
が
外
国
人
に
関
心
を
持
っ
て
接

し
、
在
住
外
国
人
が
地
域
社
会
と

白
つ
な
が
り
を
持
て
る
よ
う
、
地

域
で
の
交
流
を
推
進
す
る
。

-
市
は
、
在
住
外
国
人
に
対
し
て
必

要
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

外
国
語
に
た
ん
の
う
な
日
系
人
を

オキシン類調査結果

国の環境基準を大幅に下回りました
市では、昨年度に引き続き、大気5地点、水質3地

点、土犠5地点白一般環境について、ダイオキシン類

白調査を実施しました。

この結果、大気・水質・ 土壊の計15地点 (下の章、

ダイオキシノ類測定結果白とおり)で、国が設定する

ダイオキゾン類環境基準値各大きく下回りました。

詳しくは、お問い合わせくださL、。

.問い合わせ生活環境課 (圃@5120)

.ダイオキシン類測定結果

[平成13年6月21日~問228鴎査J(単世

測定値点地

0.6 

1.000 

測定値

合
む
職
員
四
配
世
を
充
実
す
る
。

・
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

に
努
め
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
支
慢
を
検
討
す
る
。

.
外
国
籍
の
不
就
学
の
児
童

・
生
桂

に
つ
い
て
、
公
立
学
校
へ
の
就
学

白
促
進
や
ブ
ラ
ジ
ル
入
学
校
設
立

の
支
援
を
行
う
な
ど
、
多
様
な
教

育
白
機
会
づ
く
り
を
目
指
す
。

-
医
療
保
険
制
度
な
ど
在
住
外
国
人

由
実
状
に
合
わ
な
い
制
度
に
つ
い

て
、
他
の
自
治
体
と
協
調
し
て
、

制
度
の
見
直
し
を
関
悟
機
関
へ
働

き
か
け
る
。

圃
問
い
合
わ
せ

企
画
課
(
固
⑫
5
1
1
2
)

核問 〈ピコグラム)・ 1兆分の 1グラムのこと.
事TEO 毒性の強さを考慮して買出した数値のこと。
※表中に付された番号，. 下の悶査地点番号です.

]
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• 
中小企業制度融資等の説明会

商工課(阻胸5395) ・上回商工吉積所 〔圃胸45日O開<li>5577)

市では、中小企紫者の皆さんの資金調遣を円滑に進めるため、上回商工会議

所等閑僻僚側と協力して制度融資等自説明会および相談会を開催します。

詳しくは、商工課までお問い合わせくださ b、。

bとき 2月27日閥午佳 2時 - t-ところ 上回商工会議所 5階ホール b 

内容 県・市制度融資、信用保証制度、政府系金融制度など t-参加料無料

t-申し込み 2月22日樹までに上田商工会議所へ

お知らせ上
回
創
造
館

3
月
の
催
し

上
図
創
造
錯
蘭
越

1
1
1
1
)

-
絵
手
紙
教
室

円
)マ

と
き

3
月
9
日
出
・
同
凶
日

制
午
前
9
時
加
分
1
正
午

(
2
日
間

コ
l
ス

)

マ
定
員
先
着
叫
名

マ
持
ち
物
絵
の
具
一
式

マ
申
し

込
み

2
月
初
日
剛
か
ら
、
電
話
で

受
け
付
け
ま
す

-
第
3
田
上
回
・
小
県
絵
手
紙
展

(
入
場
無
料
)

マ
と
き

3
月
凶
目
的

1
同
M
日
間

午
前
9
時
i
午
桂
5
時

-
上
小
一
地
域
水
墨
画
展
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

3
月
初
日
制

1
同
幻
日
附

午
前
9
時
1
午
桂
4
時
初
分
(
最
終

日
は
午
桂
4
時
ま
で
)

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
膨

マ
と
き

3
月
幻
目
的
i
岡山品
目

側
午
桂
l
時
却
分

i
・
3
時
1
{
l

(
参
加
料
1
0
0
0

て

日
2
回
投
器
)
。
た
だ
し
、
同
M
日

脚

-m日
側
は
、
午
前
日
時
1
・
午

桂
l
時
加
分

1
・
3
時
i
(
l
日
3

回
投
影
}
マ
内
容

容
の
且
座
と

ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
字
苗
旅
行
マ
観
覧

料

大

人

2
6
0
円
、
高
校
生
以
上

白
学
生
2
1
0
円
、
小
中
学
生
1
1

0
円
、
小
学
生
未
満
無
料

-
第
4
土
曜
日
学
習
施
設
利
用
「
審

査
さ
が
そ
う
」
{
参
加
無
料
)

マ
と
き

3
月
泊
目
的
午
前
9
時

刻
分
3
1時
泊
分
マ
持
ち
物

筆

記
用
具
マ
そ
の
他

当
日
は
、
午

前
9
時
加
分
に
創
造
館
第
l
駐
車
場

に
集
合
し
て
く
だ
さ
い

哩
ハ
ソ
コ
ン
相
畿
(
相
談
料
無
料
)

マ
と
き

3
月
M
日
間
午
前
9
時

羽
分
i
正
午
マ
対
象
上
田
創
造

館
主
催
白
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
受
講
さ

れ
た
か
た
マ
定
員
先
着
叩
名

-
第
川
田
2
0
0
2年
写
左
ま
ゆ
年

度
賞
コ
ン
テ
ス
ト
写
真
展
(入
場
無

料
)

マ
と
き

3
月
却
日
出
1
4月
H
日

間
午
前
9
時
1
午
後
4
時
加
分
(
最

終
日
は
、
午
佳
4
時
ま
で
〉

圏
第
2
・
4
土
暗
日
施
設
無
料
開
放

3
月
9
日
と
同
ね
日
は
、
上
小
地

域
の
小
中
学
生
と
、
同
伴
の
保
護
者

の
か
た
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
・

体
育
館
・
視
聴
覚
室
衛
星
通
信
「
子

ど
も
放
送
局
」
(
午
前
山
時
加
分
1

午
後
3
時
卯
八
万
放
映
)
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

哩
ハ
ソ
コ
ン
教
室

(初
心
者
向
き
)

創
造
館
で
は
、
各
種
パ
ソ
コ
ン
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
日
程
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

楽
し
〈
お
癒
し
し
ま
し
ょ
う

母
と
子
の
集
い

よ
闇
市
乳
児
院

嗣
盟
申

:
0
8
)

マ
と
き

3
月
日
日
幽
午
前
9
時

初八万
i
m時
加
分
マ
と
こ
ろ

上

田
市
乳
児
院
マ
対
象

0
1
1歳

6
か
月
児
と
、
そ
の
保
護
者
マ
定

員

先

着

目

名

マ

申
し
込
み

3

月
4
日
開
・
同
5
日
仰
の
午
前
中
に
、

電
話
で

マ
と
き

3
月
7
日
嗣
午
後
l
時

1
4時
マ

と
こ
ろ

市
役
所
南
庁

舎
l
階
高
齢
者
介
護
課
マ
内
容

歯
科
医
師
に
よ
る
講
談

『曲
目
健
康

に
つ
い
て
1
お
口
ス
ッ
キ
リ
元
気
に

介
護
1
』
、
介
護
者
白
皆
さ
ん
で
介

護
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
マ
そ
の

他

受
け
付
け
陸
、

血
圧
測
定
を
行

い
ま
す

く

不
用
品
目
畳
録
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の

で、
v

」
了
承
く
だ
さ
い
。
畳
録
期
間

は
3
か
月
で
す
。

マ
お
ま
る

(
ベ
ビ
l
用
)

マ

ベ
ピ
カ
!
マ
ゆ
り
か
ご
マ

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
マ
ベ
ビ
!

ダ
ン
ス
マ
タ
ン
ス
マ
耳
キ
1

ウ
ェ
ア
(
男
性
用
i
7
0
岨
・
女

性
用
1
6
0
凹
)
マ
ス
キ
1
板

(大
人
用
)

マ

ス
キ
1
靴
〔
担
・

5
佃
・
幻
叩
)
マ
老
人
用
手
押

し
車
マ
エ
ア
l
マ
ッ
ト

マ
ベ
ビ
l
サ
ー
ク
ル

マ
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ト
マ
電
気
こ
た
つ

マ
パ
ソ
コ
ン
マ
ア
イ

ロ
ン

マ
ワ
ー
プ
ロ
マ
テ
レ
ビ
マ
電

話
機
マ
洗
濯
機
マ
掃
除
機

マ
パ
ン
焼
き
器
マ
ベ
ッ
ド
マ

一
一
段
ベ
ッ
ド
マ
サ
ン
ド
バ
ッ
グ

マ
ス
ケ
ー
ト
靴

(m
l
n
岨
)

マ
編
み
機

マ
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト

イ
レ
マ
大
人
用
量
行
器
マ
宇

生
ズ
ボ
ン
〔
河
叩
〉
マ
ピ
ア
ノ

マ
〈
わ
マ
か
ま
マ
耕
一つ
ん

機
(
家
庭
菜
園
用
〕

14.2.16 [12) 

.3月の粗大ごみ回収日
3月16日制…クリーンセンター駐車場

回収時聞は午前10時~正午。処理費用〈実質)がかかります。



パソコン絵画教室
日曜画家講座
メディアランドUEDA(固理量100ω
パソコ Jで、水野画や油絵などを拾いてみよう。

世利な機能と自分のセノスを合わせ、索敵な桂を

完成させましょう。

bとき 3月10日間午後 l時四分-3時30王子 b 
対車 初級者1>受畑料1.5凹円1>定員 16名

上国首)ti鋒

わ

狂
牛
病
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
、

残
留
農
薬
な
ど
、
私
た
ち
消
費
者
は

今
さ
ま
ざ
ま
な
宜
の
問
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

こ
申
機
会
に

「企
の
安
全
・
安
心

と
は
伺
か
」
と
い
う
こ
と
を
、
あ
ら

た
め
て
考
え
直
し
て
見
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

F
、。
iz
L
 

V
と
き

3
月
2
日
凶
午
桂
2
時

1
3時
加
分

マ
と
こ
ろ

中
央
公

民
館

マ
内
容

講
演

「宜
の
安
全

・

安
心
を
見
直
す
L

(

講
師
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
・
宮
崎
隆
典
さ
ん
)

容
加
料

無

料

ご
欝
加
く
だ
さ
い

園
陣
支
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
2

-よ
図
市
国
際
交
流
連
絡
協
積
会

(浅
井
徹
子
さ
ん
回
申
3
5
t
L

異
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
在
住
外
個
人
と
の
よ
り
よ
い

共
生
を
願
っ
て
、
国
際
交
流
フ
ヰ
ス

テ
ィ
パ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

奮
っ
て
ご
書
加
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

3
月
刊
日
制
午
前
刊
時

1
午
桂
4
時

マ

と
こ
ろ

中
央
公

民

館

マ

内
容

さ
ま
ざ
ま
な
国
際

E 

マ

市
で
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
正

し
い
計
量
知
識
を
身
に
つ
け
自
ら
の

生
活
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
商
品
の
目
方
の
実
態
を
把
握
し

計
量
行
政
推
進
に
役
立
て
る
た
め
、

計
量
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

マ
任
期

委
嘱
の
日
〔
5
月
を
予

定〉

l
来
年
l
月
幻
日

マ
応
募
資

交
流
由
活
動
を
展
示
で
紹
介
、
外
国

人
に
よ
る
意
見
発
表
、
各
国
を
紹
介

す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

マ
拳
加
料

無
料

地波のマンガやマルチメディアのクリエイタ を育成する

『上fBi晶画大学』。 マンガを摘きたも、かた、アニメを作りたい

かた、どうぞご参加〈ださも、。

・とき

3月20日嗣~同21日榊 ・3月25日開)-同26日開午前 9時四

分~午後 5時の 4日間コース

・ところ

上回ifiマルチメディア情報センタ一、上田市技術研修セン

ター

・コス
【デジタルマンガコース】 プロのマンガ京の指導で、 1-

2ページのマ/ガ作品をデジタル事色で作ります (完成した

作品は、終了桂冊子にして配布)。

1>対量小学校高学年生~高校生 1>定員 20名 1>構師

里中満智子さん (学長)、志賀公江さん、 三浦みつるさん

【デジタルアニメコース】 プロのアニメクリエイターの指

導で、 10......20秒間のデクタルアニメ ンヨノを作ります (完

成した作品は、終了後VHSテープで配布〉。

1>封量 小学校高学年生~高校生 b定員

作楽クリエイ卜削

・書加費用

5000円 (4日1聞の昼虫なども含む)

.申し込み

はがきか封書に、希望のコース名、氏名、性別、白羽、世

話番号、学位名、学年、パソコン経験年数、セミナーへの抱

且・やってみたいこと、保護者の氏名 (印)を明記し、 3月

8 8幽 [必着]までに、上田市マルチメディア情報センター

上閲高画大学2002係 (干386-1211上田市下之輔812-1)へ。

なお、デジタルマンガコース希望者のみ、 B4の矧紙に好

きな絵を一位揃いて提出 (画材は自由)してください。

.その他

当日は、「上回配~別所線大学前駅~金場」の無料送迎ハ

スを運行します。応募者多数の場合は納避とします。

.問い合わせ メディアランドUEDA(阻ゆ1000・回ゆ1010・

E-mail shiro@umic.ueda.nagano.jp) 

1>講師10名

格

①
宜
品
開
帳
白
版
売
業
を
営
ん

で
い
な
い
、
ま
た
は
携
わ
っ
て
い
な

い
か
た
②
昼
間
の
会
議

(
5月
2

回、

7
月、

l
月
を
予
定
)
に
可
能

な
限
り
出
席
で
き
る
か
た

マ

聴

務

内
容

指
定
す
る
期
間
内

(
6月
・

日
月
を
予
定
)
に
購
入
し
た
商
品
の

目
方
を
計
っ
て
報
告
し
て
い
た
だ
き

ま
す

マ
募
集
人
数

回
名

(原
則

と
し
て
、
居
住
地
区
に
偏
り
が
な
い

よ
う
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
多
数
白
場
合
は
抽
選
)

マ
応

募
方
法

は
が
き
[
住
所

・
氏
名

(
ふ
り
が
な
)
・
電
話
番
号
を
記
入

し、

干
3
8
6
8
6
0
1
上
回
市

大
手
l
l
u
l
同
上
岡
市
役
前
商
工

課
あ
て
〕
か
電
話
で
、

3
月
日
日
幽

ま
で
に
商
工
諜
へ

!lij 
今
年
度
、
市
町
女
性
海
外
派
遣
研

催
事
業
を
利
用
し
て
海
外
研
修
に
書

加
し
た
か
た
の
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
ゃ
生
き
方
を
、

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

マ
と
き

3
月
9
日
出
午
後
1
時

加
分
1
3時
品
分

マ
と
こ
ろ

市

民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う

マ
内
容

海
外

研
修
報
告

〔
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ノ
ル

ウ
ェ
ー
)
、
交
流
会

マ
そ
の
他

託
児

(2
1
6
歳
)
を
行
い
ま
す

(
要
予
約
)

3!l2日出 ツルヤ大.腐、マツヤ上園底
3!l9日ほト酉友秋和慮、西友三野町腐、 Aコープヨア塩図唐
3 JJ 16日比トマツヤよ図インター慮、やおふくよ調底
3A23日出 ジャスコよ国庫、しおだ野ショッピングセンター

-ウィークエンドリサイクル3月の目程
困臨時間肱午筒10時~正午(時間厳守l.lI!畠のぴん.缶、

古紙、古布が幽世ます.アルミ缶隊、つぶして出しましょう.14.2.16 [ 13] 



膏の火災予防運動
3月1自由-3月7国側

今年に入り火災が多く発生しています。

春先は空気が乾燥し、火災が最も事〈発生する時期です.

「住宅の防火 ・いのちを -~ず甫\Þ

守るポイント (3つの習慣・ • . L~~;j. 

sつの対策)Jに気を付け、 イtlllo&蒔乏角n

火災lこEらないよう注意し つ外S~遁誌た

ま山 / 調長4ベ事費叫
4・3つの習慣

寝たばこは、絶対にやめる。

ストープは、燃えやすいも白から離した位置で使用する。

Hスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

道
路
に
危
険
な
穴
を
見
つ
防
た
ら

ご
連
績
く
だ
さ
い

1

2

3

 

管
理
傑

嗣
叫
申
E
1
2
5
)

土
木
畑
町
嗣
明
暗

8
2
4
2
)

市
で
は
、
道
路
が
常
に
安
全
で
快

適
で
あ
る
よ
う
に
、
道
路
パ
ト
ロ

ル
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り

1
9
2
7箇
所
目
危
険
な
穴
を
補
修

し
て
い
ま
す
が
、
管
理
す
る
道
路
延

長
は
9
3
7
回
以
上
に
白
ぽ
り
、
そ

の
路
面
状
況
を
常
に
抱
握
す
る
こ
と

は
困
難
で
す
。

f 

+5つの対策
逃げ遅れを防ぐために、住宅用火史書報器由設世を検討す

る。

寝具や衣類を火災から守るために、防尭製品を使用する。

火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を備える。

お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力

体制をつくる。

家のまわりに燃えやすいものを置かないなど、放火されな

い環境づくりに努める。

2

3

4

 

5 

通
勤
や
世
塾
通
中
な
ど
で
、
道
路

上
回
危
険
な
穴
や
落
石
等
白
障
害
物

を
発
見
し
た
場
合
は
、
管
理
課
か
土

木
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
を
畳
け
し
だ
い
速
や
か
に
処

理
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
H
年
度
に
市
が
購
入
す
る
物

品
と
、
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
の
入
札
・ -岡町届蓮司I!:"i'l民軍彊副日目M綱引出!)-

見
積
に
書
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は

「
入
札
(
見
積
)
害
加
願
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
今
回
申
簡
す
る
と

平
成
M
年
4
月
l
日
か
ら
平
成
均
年

3
月
白
日
ま
で
、

1
年
間
有
効
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
平
成
日
年
度

-
M年
度
分

自
書
加
願
を
提
出
さ
れ
た
か
た
は
、

今
回
は
提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
憂
付
期
間

①
物
品

2
月

m

日
嗣
ま
で
(
郵
送
の
場
合
は
同
引
日

開
消
印
ま
で
有
効
心

⑨

建
設
工
事

・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

3
月
l
日

幽
1
同
四
日
幽

(郵
送
白
場
合
は
同

n日
制
消
印
ま
で
有
効
)

マ
そ
の

他

「物
品
」
は
申
請
書
類

(市
の

指
定
用
紙
)、
「建
設
工
事
・
抽
出
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
L

は
募
集
要
項
を
、

l
月
か
ら
管
財
諜
(
市
役
所
南
庁
舎

3
階
)
で
そ
れ
ぞ
れ
配
布
し
て
い
ま

す

マ

提
出
先

管
財
螺
契
約
揺

国
の
政
策
保
険
制
度
で
あ
る
果
樹

共
済
に
対
し
て
、
市
で
は
農
家
負
担

掛
金
の
お
%
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

毎
年
、
果
樹
に
つ
い
て
は
異
常
気

畢
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
不
慮
の
災
害
か
ら

守
り
、
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
に

も
果
樹
共
済
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

14.2.16 [14] 

マ
対
象
と
な
る
果
樹
り
ん
ご
、

ぶ
と
う
、
も
も
、
な
し
マ
申
し
込

み

3
月
中
旬
ま
で
に
東
信
段
輩
共

済
組
合
へ

市
営
住
宅
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

謹
集
住
宅
隈

嗣
窃

6
4
3
0
)

市
営
住
宅
白
人
居
者
を
、
次
白
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
期
間

3
月
l
日
幽

1
同

8
日
幽

マ
募
集
団
地

3
月
l
日

幽
に
公
蓋
マ
入
居
者
決
定
方
法

公
開
抽
選
マ
申
し
込
み

市
役
所

本
庁
舎
4
階
建
築
住
宅
課
へ!|jt 

人
工
透
析
由
た
め
の
、
通
院
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

F、

。

lz

b

 
v対
象

(次
の
要
件
に
す
べ
て
接

当
す
る
か
た
)

①
市
内
在
住
で
、

腎
臓
機
能
障
害
に
つ
い
て
身
体
障
害

者
手
帳
の

l
級
白
認
定
を
畳
け
て
い

る
か
た
②
片
道
2
M
以
上
の
距
離

を
通
院
し
て
い
る
か
た
マ
申
し
込

み

3
月
日
日
幽
ま
で
に
福
祉
諜
へ
。

た
だ
し
、
必
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま

す
白
で
、
事
前
に
福
祉
課
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い

(必
要
瞥
類
は
郵
送
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
〉



納期限2月28日嗣
・回定資産税 4却j

・国民健康保険税 8WJ 

便利で確実な口座鍾替のご利用を

月の相談

受付は

生活環境寝
(本斤舎 1階)

r、

固
定
資
麗
風
説
台
帳

3
月
1
日
か
ら
縦
覧
で
き
ま
す

税
務
錬
嗣
穆

8
2
4
0
)

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
も

と
と
な
る
評
価
額
、
課
税
標
準
額
を

あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

固
定
資
産
謀
説
台
帳
白
縦
貫
制
度
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

課
税
台
帳
を
ご
置
い
た
だ
く
と
、

課
税
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
土
地
や

家
屋
の
、
地
番
・
面
積
・
評
価
額
な

ど
が
八
万
り
ま
す
。
来
年
度
白
土
地
課

税
に
つ
い
て
は
、
地
価
が
引
き
続
き

下
落
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内

町
一
部
の
地
域
に
つ
い
て
、
土
地
評

価
額
を
陣
正
す
る
予
定
で
す
。
固
定

社会福祉協機会
(包喧8080)

談

鍛

人権・焔みごと綱陵

a地問舗網餓

相

繍

相

宣

子

理k

児

母

行

賢
産
課
税
台
帳
は
、
固
定
資
産
税
の

課
税
の
も
と
と
な
る
も
の
で
す
の
で
、

こ
白
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
と
き
3
月
1
日
働
;
同
初
日

制
午
前

B
時
却
分
1
午
後
5
時
応
分

(
土
曜
日
、
日
昭
日
は
除
く
)

マ

と
こ
ろ
税
務
課
、
豊
殿
・
塩
田
・

川
西
の
各
支
所
マ
必
要
な
も
の

①
本
人
縦
監
の
場
合
印
鑑
ま
た
は

免
許
証
等
(
本
人
確
認
の
で
き
る
も

の
)
②
代
理
人
縦
覧
白
場
合
代

理
人
選
任
届
か
委
任
状
(
委
任
者
の

印
、
法
人
の
場
合
は
社
印
が
必
要
)
、

縦
覧
者
(
代
理
人
)
の
印
鑑
か
免
許

証
等
(
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
〕

マ
そ
の
他
4
月
中
旬
に
発
送
予

定
の
納
税
通
知
書
に
は
、
課
税
さ
れ

て
い
る
土
地
や
家
屋
由
、
地
番
・
面

積
・
評
価
額
等
が
記
載
さ
れ
た
課
税

明
細
書
を
添
付
し
ま
す

市
有
財
産
を

宣
四
回
却
し
ま
す

管
財
観
耐
盟
申

5
1
1
4)

次
回
と
お
り
市
有
財
産
を
売
却
し

ま
す
。詳

し
く
は
、
管
財
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
売
却
物
件
(
地
番
)
宅
地
・

面
積
岨
・
布

d
(上
田
市
中
央
北
三

丁
目
3
2
2
6
番
7
・
3
2
2
6
番

初
)
マ
関
係
書
類
の
配
布
2
月

凶
日
側
か
ら
管
財
課
で
マ
現
場
説

明
会

2
月
羽
田
附
午
前
叩
時
3

マ
入
札
日
{
会
場
}
3
月
6
日
制

午
前
叩
時
1
(
市
役
所
南
庁
舎
5
階

第
3
会
議
室
〕
マ
売
却
公
告
場
所

市
役
所
本
庁
舎
、
豊
殿
・
鹿
田
・

川
西
の
各
支
所

今
年
も
、
所
得
悦

・
市
県
民
税
の

申
告
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

申
告
期
限
は
3
月
日
日
幽
と
な
っ

て
い
ま
す
。
期
間
間
近
に
な
る
と
申

告
会
場
は
た
い
へ
ん
揖
雑
L
、
長
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
お
踊
ま

せ
く
だ
さ
い
。

伝
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
『
市
・

県
民
税
申
告
の
手
引
』
を
ご
置
い
た

だ
く
か
、
左
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

-
古
知
ら
せ

マ
介
唖
楳
険
の
保
険
料

・
利
用
料
の

税
金
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

書
官
同
ペ
ジ
の
耳
結
接
持
・

利
用
料
の
所
得
申
告
上
の
取
り
担

い
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

5
申
告
は
3
月
間
日
嗣
固
ま
で
に
(
土
・
日
曜
日
は
、
閉
斤
日
で
す
)
1

上図商工会積所
(n⑫岨00)

子育て宣復セ yター
南部保育園内相厳重

(包@3096)

マ
保
育
園
に
提
出
す
る
添
付
暫
甑
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
必
ず
申
告

相
酷
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

申
告
桂
に
希
望
さ
れ
て
も
、
申
告

書
整
理
等
に
よ
り
4
月
上
旬
ま
で

お
出
し
で
き
ま
せ
ん
。

①
前
得
税
の
申
告
を
す
る
か
た
は
、

申
告
書
の
控
え
が
添
付
轡
顕
に
な

り
ま
す
。

②
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
か
た
は
、

保
育
園
提
出
用
の
暫
霜
を
尭
行
し

ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

マ
所
帯
税
上
国
税
穆
署

(
回
@

1
2
3
4
)

マ
市
県
民
税
市
民

企
画
ゆ
告
会
場
[
申
告
期
間
中
]

(
固
@
1
4
1
4
て
役
務
課
(
闇
@

5
1
1
5
)
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.問い合わせ

よ田市立博物館
(固@1274)

資料館協議会委員o 博物館
込書 (聞物館 質料館にあります)に 「市民に身近な

怖物館・貰科歯のあり方」と回したレポート(1200字

以内・轡式自由)を添えて、博物賠か貰料館に提出し

てください 1>締め切り 2月26日出 (水晦日は休館)

1>その他 レポ トと商接により決定Lます

• 
1>応募量格 市内在住の20揖以上75歳以下のかた

(公募の方法により審犠金へ参画できるのは、 一人一

審議会まで) 1>募集人員 2名 1>任期 4月l日

~平成16年3月31日 (2年間) 1>書機会町内容博

物画・車料館の運営に聞して、館長の時間等に応じ、

調査協犠をしていただきます 1>応募方法所定の申

介
橿
保
険
制
刊
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

税
務
慢
幅
耀
ψ
5
1
1
5
)

高
齢
者
介
暗
線
嗣
8
6
2
4
6
)

-
介
護
保
険
料

・
利
用
料
の
所
得
申

告
上
の
取
り
撮
い

介
護
保
険
の

「
保
険
料
」
は
社
会

保
険
料
控
除
の
対
皐
に
、

「
利
用
料

の
自
己
負
担
額
白
一
部
」
は
医
療
費

控
除
の
対
量
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

マ
医
療
費
控
除
に
つ
い
て

居
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
介
護
サ

ピ
ス
計
画
に
医
療
系
の
サ
ー
ビ
ス
が

位
世
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
、
介
護

費
由
自
己
負
担
額
が
対
皐
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
老
人
保
健

施
設
と
療
聾
型
医
療
施
設
に
加
え
、

老
人
福
祉
施
設
(
特
別
聾
護
老
人
ホ
ー

ム
〕
回
入
所
に
保
る
介
護
費
と
、
宜

事
代
の
自
己
負
担
額
の

一
部
に
つ
い

て
対
象
に
な
る
場
告
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
告
時
に

必
要
な
所
定
の
証
明
容
・
領
収
証
等

に
つ
い
て
は
、
各
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
介
護
保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な

〆、保
険
料
は
、
介
護
を
皆
な
で
支
え

あ
う
た
め
に
欠
か
せ
な
い
財
源
に
な

り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。
普
通
置
収
(
口
座
振

"

替
か
納
付
瞥
)
白
か
た
は
、

7
月
か
山

ら
3
月
ま
で
の

9
回
で
納
め
て
い
た
山

だ
き
ま
す
。
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ

"

て
い
る
か
た
は
、
偶
数
月
に
年
金
か

…

ら
自
動
的
に
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

一

な
お
、

4
・
6
・
8
月
に
天
引
き
…

に
な
る
保
険
料
額
は
、

2
月
と
同
額
山

に
な
り
ま
す
。

山-

詳
し
く
は
、
高
齢
者
介
護
課
に
お
山

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

…
• 

-
紙
お
む
つ
等
購
入
質
助
成
事
業

一
…

-
量
録
事
業
者
を
迫
加
事
集

晶
…

高
齢
者
介
田
隈
掲
齢
者
サ

ピ
ス
係
嗣
場

s
'
3
2)
"
• 

市
で
は
、
紙
お
む
つ
等
購
入
費
助
山

成
事
業
を
実
施
し
、
介
護
者
白
負
担
…

を
軽
減
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
紙
…

お
む
つ
等
の
利
用
者
が
畳
録
さ
れ
た
山

事
業
者
に
支
給
事
を
提
示
し
、
紙
お
山

む
つ
等
と
引
き
換
え
る
も
の
で
す
。

…

こ
の
事
車
の
畳
蘇
事
業
者
を
追
加
H

募
集
し
ま
す
。

…
• 

マ
対
象
応
舗
等
が
上
田
市
白
区
"

域
に
あ
り
、
大
入
用
の
紙
お
む
つ

・
…

尿
と
り
パ
ッ
ド
等
を
販
売
す
る
事
輩
…

者

(市
税
完
納
事
業
者
に
限
る
)
山

マ
シ
ス
テ
ム
市
が
発
行
す
る
支
給
…

券
を
提
示
し
た
か
た
に
紙
お
む
つ
等
…

を
納
品
し
、
後
日
助
成
田
範
囲
内
で
…

市
か
ら
事
業
者
に
代
金
を
支
払
う
山

マ
受
け
付
け

2
月
日
日
側
1
3月
…

8
日

幽

マ
そ
の
他

既
に
畳
録
済
…

-

み
の
事
業
者
の
申
請
は
不
要
山

10か月

b畳付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

l歳 6か月児・3歳児) 午桂 I時-2時②2歳児教

室午桂l時-1時日分[①、②とも午桂零時30分以

前の畳け付けはできません] 1>持ち物 ①乳幼児健

康診査母子健康手帳、健康診査察(事ちゃん手帳の

中にあります白で記入してお持ちください。 3歳児は

協力・聴力検査を実施して、記入してください)、
・塩国母子健康セン9ー(泊田川西地Eのかたのみ〉

タオル、おむつ、赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳 6か
11歳6か月 3月12日 12.7.16-9 .15 12 

:月児)0 3歳児は、尿検査の容器をお送りしますので、
iお持ちください ② 2歳児教室母子健康手帳、おた ・/11酉祉会福祉セン9ー(溜悶・川西地Eのかたのみ) -

1ずね用紙、歯ブラシ、コップ、おやつ代(実質)、おや は全む 3月四日 1 13.10.16-11.15 I i 
jつ用はレスプーン・フォークなどとお皿 川肋Il I -..--- 13.4.1ト 5.15 1. 

、....................................................................................................................，

14.2.16 [16] 

L 主主旦旦-
13.10.16-10.31 

13.11.1 ........11.15 

13.4.16-4 .30 

13.5.1-5.15 

12.8.16-8 .31 

12.9.1-9.15 

11.2 . 1 ....... 2 .15 

11.2.16""' 2 .28 

11.12.1-12.15 

11.12.16-12.31 

.保健セン51-(市役所南唐古 2階)

健康酷査 室錨日

3月14日

3月27日

3月8日

3月18巴

3月6日

3月20日

3月5日

3月19B

3月13巳

3月26日

4か月

1歳 6か月

2歳児教室

3歳



C可

歯
師
剖
回
う
え
だ
こ
ど
も
ま
つ
り

実
行
委
員

・
催
事
団
体
募
集

う
え
た
こ
ど
も
ま
つ
り
実
話
曇
員
会

圃
0
9
0
1
2
6
6
1
1
7
9
9
4
)

5
月
5
日
佃
に
上
田
域
社
公
開
で

閉
開
催
さ
れ
る

「第
出
回
う
え
だ
こ
ど

も
ま
つ
り
」
由
実
行
畳
貝
を
募
集
し

ま
す
。

チ
ラ
ン
・
ポ
ス
タ
ー
作
り
、

催
!Jl 

第 1回「日曜自由画会」
開催します

上田市吾蚕術活動の拠点とした芸術家、山ギ嬬冠1;正時

代、児童自由画教育を全国に向けて提唱しました。 そ白精

神は、 「自分が直接感じたものが尊い」という言葉に去され

ています。

この精神に基づく写生会を、 2月から毎月月末白日明日

に開きます。上田市の「景観80選Jに選定された風景を中

心に揃きます。講師や批評会もなく自由幸加、自由解散と

なります。

bとき 2月24日伯午前1u時~

1>集合場所 市観光駐車場 (祝町通り、「ハローワ ク」向い)

b参加料 無料

b持ち物 写生用具 (材料は自由)、そ白他各自必要なもの

1>その他 事前申し込みは必要ありません

1>問い合わせ 上小美術会・宮下さん (回@6347)

の
と
り
ま
と
め
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
ス

タ
ッ
フ
に
な
り
ま
せ
ん
か
?

ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
演

劇
サ
ー
ク
ル

・
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
、
当
日
催
事
と
し
て
参
加
希
望

の
団
体
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

ili; 
2
月
凶
日
出
か
ら
次
の
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
の
貸
し
出
し
を
始
め
ま
す

(創
造

館
分
室
を
除
く
)
。
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
図
曹
と
同
じ
よ
う
に

「
エ
コ
ー

ル
利
用
者
カ
1
ド
L

を
お
持
ち
の
う

え
図
轡
舘
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

-
家
庭
介
護
関
係

「家
庭
介
護
の
手
引
き
」

「
す
こ

や
か
ン
ル
パ
!
介
護
」
「
ら
く
ら
く

安
心
介
護
の
コ
ツ
L

な
ど

-
上
田
市
が
撮
影
地
と
な
っ
た
映
画

「伊
E一
白
踊
り
子
」
「
男
は
つ
ら

い
よ
」「
楢
山
節
考
」
な
ど

-
図
書
館
関
係

「読
ん
で
あ
げ
よ
う
楽
し
い
絵
本

町
世
界
」「
図
脅
館
へ
行
こ
う
」
な
ど

貴
重
資
料
紹
介
展

開
催

市
立
国
・
鎗
嗣
叫
唖
0
8
8
0
)

図
書
館
所
蔵
の
古
い
世
物
や
絵
地

図
を
と
お
し
て
、
江
戸
時
代
の
上
回

に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
と
き

3
月
2
日
出
1
同
叩
日

日
午
前
9
時
1
午
佳
5
時
(
最
終
日

は
午
後
4
時
ま
で
)

マ
と
こ
ろ

図
轡
館
第
2
競
容
室

マ
テ
ー
マ

。zq
勺
ね

地
域
申
文
化
人
・
成
部
寛
経

『百
告

さ
さ
め
ご
と
』
白
世
界
1
江
戸
時
代

上
回
城
下
町
の
生
活
1

マ
公
開

講
座

古
文
宣
ナ
習
会

「山
な
み
」
・

尾
崎
行
也
先
生

(3
月
3
目
印
午
後

l
時
叩
分
1
3時
、
図
磐
館
大
会
議

室
)

マ
入
場
料

無
料

マ
応
募
資
格

①
ヰ
成
M
年
4
月

か
ら
高
等
学
校
へ
進
学
す
る
か
た
、

ま
た
は
平
成
H
年
4
月
l
日
現
在
、

高
等
学
校
に
在
学
し
て
い
る
か
た

②
平
成
H
年
4
月
l
日
現
在
、
市
内

に
6
か
月
以
上
居
世
し
て
い
る
か
た

③
本
会
以
外
の
育
英
会
な
ど
の
給

付
を
受
け
て
い
な
い
か
た
マ
申
し

込
み

在
学
し
て
い
る
中
学
校

・
高

等
学
校
白
担
任
白
先
生
に
相
談
し
て
、

3
月
却
日
柵
ま
で
に
教
育
総
務
課
へ

マ
決
定

上
田
市
育
英
会
由
理
事

会
で
奨
学
生
を
決
定
し
ま
す

教
育
相
談
所
で
は
、
不
登
校
、
問

題
行
動
な
ど
由
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に

[マと日印 7きと 来館だごく 飾なるひり たま、 具類合をめ わたつ 上城下町回 組押絵び、 草保てぴ、 蔵心品を中 形人の

教育相桜メールアドレス でベベ E メた対す

、 r r メ l 教首相談kyoikusodan@ ごジジ lノレ 相誼る
city.ueda.nagano.jp 

利用だく かのルでら中で

-常磐揖相続所 アにの畳付けけも は、 に

ろ い こ な商呉服成沢家な組日、借入料資あも ら
常盤城 6-3 -29 クあ談相市は の

E博旧日1) 。 Lれんう 特有にと すで。級品は 展示をど。古今び ま 明治時代
(困問0104) いさ

セス教雲員

会

る
談面、 て

つ

-上田原相談所
でてい

きま のホい電建
ま

月241 ぜ源氏
ゃいわ で、に特なわす。の

ひ
上田原1081-3 

す l すま。
す。

7 

48 (困問68211ひ れ 道伝 に 7せ館な 自由ム E ま

14.2.16 [ 17] 



第18回
文化創造祭(入場無料)
中央公民館(固⑫0760)

・舞台発表

理主

融臨.
哩雲EヨE・"-
四

• 
会場 回文化会館ホール体育課(匝ゆ5105)

母と子のリトミック2月24日日午前10時

春風コンサ ト2月24日(日)午後2時

会場:中央公民館3階大会園陸室

.展示発表

書道、絵画、写真、陶芸、木彫などの作品や、環

境や生活に即した芋習の活動を発表します。

bとき 2月22日働~同24日旧午前 9時~午後 5

時(最終日は午桂3時30卦まで) 1>ところ 文化

センター

「ヨガで元気に IJ2月19日ω午後2時

-女性ゴルフ教室(審期)

bとき 4月 9日-6月11日の毎週火曜日 00回コ

ス)午前10時~正午 bところ 神川ゴルフガーデン

b対象市内在住・ 在勤白一般女性1>定員 30名

1>書加料 4.000円 b申し込み 2月25日目)-3
月11日間)に書加料を添えて体育課へ

スポーツ教室受識者募集

!!ij 
山
本
場
山
念
館
美
術
教
室

(
洋
画

・

木
彫
・
版
画
)
受
講
者
の
作
品
展
を

開
慨
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
を
。

・
版
画
展

2
月
お
日
出

5
3月
2
日
出

・
木
彫
展

3
月
7
日
附
3
同
日
日
幽

・
洋
画
展

3
月
間
目
白
1
同
白
日
側
(
一
部

同
れ
日
附
1
、
観
光
会
館
)

疑
問
館
時
間
は
午
前
8
時
ぬ
分
1
午

後
4
時
泊
分
(
水
曜
日
・

3
月
幻
日

体育施設

使用申し込み受け付け開始
・受付日時 3月 9日出午前9時~

平成14年度ぐ)

自然遺動A王国
総合調育館 ー多目的グラウンド

室内多目的渥動場
古戦場ム聞

県曽野路網 ー多目的グラウンド
テニスコート ー室内多目的運動渇

b注意 ¢今年度は、諏訪形グラウ ンドの受け付け

はしません②電話での受け付けはできません③予約シ

ステム畳録者は利用者畳録証をお持ちください④予約

νステムを使った電話、街頭端末、インタ ネットで

の申し込みは 4月 l日明)(4月分は 3月28日同)から

受け付けを開始します

.申し込み制限の施股

虫垂直並歪室
勤労者体育センター
唖由拠823G市畏体育園)
市民の森公園 ~363)
( 3月g日は動劣者体宵セ
ンターで受け付けをします)

上æ~園肉体育施殴河川敷グラウンド
換屋台グラウンド・勤労者体育センタ

市民の震公園

自然運動公園管理事務所
(回融7195)

古職喝調書ZF胴

刷
出
は
体
館
)

マ
と
こ
ろ
山
本
鼎
記
念
館
、
観

光
会
館
マ
入
場
料
無
料

篇

5
固

上
田
市
民

生
涯
学
習
標
繭
岨
骨

5
1
0
2
)

上
田
市
由
民
俗
芸
能
・
伝
統
芸
能

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、
桂
世
に
伝

え
、
伝
統
的
文
化
を
守
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
民
俗
芸
能
祭
を
開
催
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
も

マ
と
き

2
月
お
日
出
午
桂
1
時

開
演
守
と
こ
ろ
文
化
セ
ン
タ
!

大
ホ

l
ル
(
材
木
町
〉

マ
欝
加
団

体
(
演
目
)
上
田
市
消
防
団
第
3

8月末日までの3か月間、
大会等以通年受け付げ可能
〈大会製鋼管の提出力必要
です〉

1 f 

土日祝日ほ
1包体月 2固まで

河川敷
グラウンド

14.2.16 [18] 

分
団
(
消
防
木
遣
り
了
間
踊
子
神
楽
・

小
井
田
獅
子
神
楽
・
別
所
温
泉
岳
の

織
(三
一回獅
子
)

マ

入
場
料
無
料

植
農
作
り
軍
ト
レ
ー
ナ
ー
・
プ
ー

ル
監
視
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
f

ア
ク
ア
プ
-
フ
ザ
よ
図

串山
@
2
B
2
6
}

マ
対
象

土
噸

・
日
曜

・
祭
日
に

動
務
で
き
、
健
康
で
人
を
救
助
で
き

る
抹
力
の
あ
る
か
た
マ
勤
務
時
間

①
午
前
9
時
3
午
桂
5
時
②
午
桂

l
時

3
9
時
③
午
桂

5
時
1
9
時

(
い
ず
れ
か
)
マ
時
給

7
0
0

円

マ

募

集

人

員

若

干

名

マ

申

し
込
み
電
話
連
絡
後
、
腹
歴
曹
を

添
え
て
ア
ク
ア
プ
ラ
ザ
上
回
へ

士。目・祝日1;'団
体月 6固まで
( ，固，>1時間)

古

園

e月末固までの3か月分

6月末日までの3か月分

6月末日までの3か月分

.院

場

公



川にイワナ老放をう 1
ーウィークエンドサークルより一

2月3日旧 耳目町田神川上流で、イワナ白稚似を放流しました。

今回参加した市内の小学生とその家族17組の皆さんは、上小漁業協同組合のかたから昨年

譲っていただいたイワナの卵1.700:粒を、域下小学校の竹尾先生目指導のもと、各家庭で水

由管理をしながら育ててきました。今回の放流は、その卵がふ化して、 2叩ほど白稚魚に成

長したため行ったも白です。害加者の皆さんは稚魚の入ったパケツに川白水を入れ、徐々に

川の水に慣らしてから放流をしました。

放流は午前中に行い、午桂は教育委貝舎で、各家庭がイ世田成長を記録した観察ノ トをも

とにして、成長白様子を発表しあいました。

子ども会育成金と教育委員会では、親子のふれあいと自然自大切さを学んでもらいたいと

願い、昨年宜に、川に親しみ学習する 「親川組(しんせんぐみ)Jと「千IIlJ川で遊び隊」と

いう事業を合同で行いました。今回は、イワナの卵のふ化を通して自然とのかかわりを親子

で体験し、自然に対して出来ることを考える機会として行いました。この事業は 「河援隊

(かわえんたい)Jと命名され、今桂も続けていく予定です。

企脱明を聞く書加者の皆さん 企卵から成長したイワナの稚魚

[19] 14.2.16 

• 
_.1:.置市喰曹費負.



閣です
2月lま
青少年

学校週 5日制lが完全実施されます。

さらに青少年に住みよい衡を一

いよいよ、

い
よ
い
よ
、

4
け
か
ら
学
校
週
5

日
制
が
完
全
実
施
さ
れ
、

f
ど
も
た

ち
が
毎
週
、
十

・
日
曜
日
に
家
庭
や

地
域
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す

ゆ
と
り
の
あ
る
教
斤
を
主
施
L
、
家

庭
や
地
域
の
中
で
の
社
会
体
験
、
自

然
体
験
、
そ
し
て
生
活
体
験
を
通
じ

自
ら
課
題
を
舟
見
し
、
解
決
で
き
る

屯
き
る

h
t
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
日
係
で
す
一
」
そ
の
限
、
地
域
由
市

境
は
庁
少
句
に
と
っ
て
、
と
て
も

K

W
な
型
高
で
す

J

ま
た
、
県
で
は
毎
年

2
Hを
強
調

月
間
と
し
一
円
少
年
に
有
押
な
社
会

環
境
排
除
県
民
運
動
i

を
M
開
閉
し
て

い
ま
す
乃

未
来
を
つ
く
る
た
く
ま
し
い
青
少

年
の
育
成
は
、
県
民
す
べ
て
の
願
い

で
す
。し

か
し
、
膏
金
年
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
に
つ
い
て
は
、
心
身
と
も
に

発
運
途
ょ
に
あ
る
膏
少
年
に
と
っ
て

悪
膨
留
を
与
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
情

報
や
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
立
ど

も
増
え
、
こ
れ
ら
は
青
少
年
の
不
良

行
為
を
瞬
発
、
助
長
し
や
す
く
、
膏

少
年
の
健
全
な
育
成
を
妨
げ
る
有
曹

な
環
頃
と
し
て
問
題
に
立
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
有
害
な
社
会
環
境
に

。

14.2.16 [20 1 

つ
い
て
は
、
膏
少
年
自
身
の
意
志
と

判
断
に
よ
る
対
応
が
基
本
と
写
り
ま

す
が
、
周
時
に
、
こ
れ
を
支
え
る
家

庭
や
学
校
に
お
け
る
指
導
、
そ
し
て
、

地
域
の
人
々
に
よ
る
有
害
環
境
浄
化

の
た
め
の
積
極
的
な
活
動
か
不
可
欠

で
す
。そ

こ
で
「
青
少
年
は
地
域
社
会

か
ら
は
く
く
む
」
と
い
う
観
点
に
立
っ

て
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、

ご
協
力
の
も
と
、
膏
少
年
の
た
め
の

よ
り
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
を
県
民

総
く
る
み
の
運
動
と
し
て
展
開
し
、

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。
そ
し
て
、
市
で
も
毎
年
こ
の
月
間

中
、
告
自
治
会
毎
に
選
任
さ
れ
て
い

ま
す
少
年
補
噂
垂
員
を
中
心
に
、
地

域
の
青
少
年
育
成
関
係
者
も
参
加
し

て
、
環
境
チ
エ
ツ
ヲ
活
動
や
一
日
補

導
活
動
を
実
施
し
ま
す
が
、
今
年
は

完
全
学
校
週
5
日
制
を
邑
前
に
し
た
、

特
に
大
切
立
活
動
に
立
り
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
リ
が
、
青
少
年

の
問
題
吾
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
受
け
止
め
、
地
織
く
る
み
で
環
境

浄
化
活
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
野
菜

「野
菜
と
り
に
い
く
か
い
」

夕
方
庭
に
出
る
と
、
ザ
ル
と
は
さ
み

を
持
勺
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
た
。
ち
ょ

う
ど
暇
だ
勺
た
し
、
久
し
ぶ
り
に
や
ろ

う
か
な
あ
と
思
っ
た
。
そ
れ
に
厳
近
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
献
な
ん
て
あ
ん
ま
り

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
と
り
に
い
〈

こ
と
に
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
。

う
ち
の
姻
は
縫
の
す
み
の
ほ
う
に
あ

り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
制

・
E
・
夕

方
と
、
い
つ
も
水
ま
き
や
書
虫
駆
除
を

ゃ
う
て
い
る
。
色
し
か
し
た
ら
、
野
草

に
元
気
に
な
る
よ
う
に
心
を
こ
め
て
酷

し
か
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
け

れ
ど
、
前
に

一
度
、
そ
ん
な
疫
が
且
れ

な
か
っ
た
時
が
あ
っ
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
入
院
し
た
と
き
だ
っ
た
。
そ
の
と

き
は
、
冬
だ
ヲ
た
か
ら
ま
だ
よ
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
私
に
畑
仕
事
を
し
ろ

と
言
わ
れ
て
も
、
私
に
は
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
み
た
い
な
こ
と
は
絶
対
で
き
な
い
と

思
勺
た
か
ら
だ
。
め
ん
ど
く
さ
が
り
の

私
に
は
無
理
な
鯖
だ
。
そ
う
い
う
こ
と

を
毎
日
つ
づ
け
て
あ
一
き
な
い
の
か
な
あ

と
思
い
な
が
ら
、
手
に
も
っ
て
い
た
ト

マ
ト
そ
ザ
ル
に
い
れ
た
。
野
菜
で
い
勺

ぱ
い
に
な
っ
た
ザ
ル
の
中
を
見
て
、

「
キ
ュ
ウ
リ
あ
ら
今
て
立
べ
る
か
い
ワ

」

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
古
っ
た
の
で
、
お

も
わ
ず

「
う
ん
」
と
元
気
に
答
え
て
し

ま
っ
た
。
た
だ
た
ん
に
良
い
意
地
が
は
勺

第
一
中
学
使
2
年

山
辺
総
実
さ
ん

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
昔
、

文
と
よ
〈
畑
に
イ
ス
を
も
勺
て
き
て
、

景
色
を
且
な
が
ら
食
べ
た
の
を
思
い
出

し
て
、
思
わ
ず
元
気
に
返
事
を
し
て
し

ま
勺
た
の
だ
。
久
し
ふ
り
に
矧
で
宜
べ

る
キ
ュ
ウ
リ
の
味
は
全
然
聖
わ
う
て
い

な
か
勺
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
も
勺
と

お
い
し
く
感
じ
た
。
久
し
ぶ
り
だ
勺
た

せ
い
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ザ
ル
の

中
の
野
菜
を
半
分
も
ら
い
、
家
に
入

っ

た
。
す
る
と
台
所
で
は
、
ヵ
レ
の
に

お
い
が
し
た
。
そ
う
い
え
ば
、
最
近
、

朝
・
昼

・
在
の
貴
卓
に
、
必
ず
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
野
菜
が
で
て
く
る
。
そ
の

野
菜
は
全
部
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た

も
の
だ
。
野
草
が
毎
日
出
て
く
る
も
の

だ
か
ら
、
こ
っ
ち
も
い
い
加
減
あ
き
て

〈
る
も
の
だ
と
お
母
さ
ん
に
言
う
と
、

「
野
草
は
い
く
ら
食
べ
て
も
体
に
は
イ

イ
L

だ
と
か
イ
ロ
イ
ロ
雷
っ
て
、
無
理

長
理
食
べ
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
で
も
今

日
み
た
い
に
遣
う
場
所
で
宜
べ
る
の
も

い
い
か
も
し
れ
な
い
。

い
つ
の
頃
か
は
覚
え
て
い
な
い
け
ど
、

「
お
ば
あ
ち
宇
ん
と
野
菜
」
と
い
う
た

も
の
が
互
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
顧
の
中

に
こ
び
り
つ
い
て
は
な
れ
な
い
。
い
つ

ま
で
も
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が
〈
ず
れ
な
い

よ
う
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
が
ん
ば
ヲ

て
も
ら
わ
な
い
と
。
そ
ん
は
こ
と
を
思
っ

た
互
の

一
日
で
し
た
。



.合同募集会日時 3月3自国午前10時-11時・受付会場市民体育館

〉塩図 通年毎週日曜8:00-9念。

l第 2. ，土曜9∞-12:∞(4-12閉宙戦動公園コ ト
ソフトテヱスl毎週日臨∞-7:30(4叶 0月)市営庭持窃

小学生のみ冬期 9∞-12:00 (1-3月〉市民体育館
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新
世
紀
の
扉
を
ひ
ら
く

ー
生
涯
学
習
都
市
宣
言
記
念
式
典
よ
り
②

i

人
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
〈

「
音
駅
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
っ
く
し
申
書
」

代

表

太

田

マ

リ

子

さ

ん

私
た
ち
の
舎
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ

「音
訳
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
っ

く
し
の
会
」
と
い
い
ま
す
。
悦
覚
に

障
害
の
あ
る
か
た
、
あ
る
い
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
開
山
で
活
字
の
本
を
ご
利

用
で
き
な
い
か
た
の
た
め
に
、
耳
で

聞
く
本
、
テ
I
プ
図
書
の
作
成
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
名
体
白
由
来
は
、

春
先
、
か
わ
い
ら
し
い
頭
を
出
し
て

く
る
つ
く
し
は
、
胞
子
で
広
く
繋
殖

し
ま
す
。
そ
の
「
胞
子
」
と
務
仕
活

動
の
「
奉
仕
」
を
か
け
ま
し
て
、
事

仕
白
輸
を
広
く
広
め
よ
う
、
ま
た
、

つ
く
し
は
し
っ
か
り
と
大
地
に
恨
を

張
勺
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
根
に

あ
や
か
つ
て
、
活
動
を
地
道
に
着
実

に
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
心
構
え
、

そ
れ
か
ら
、
っ
く
し
は
ろ
う
そ
く
の

明
か
り
に
似
て
い
ま
す
の
で
、
視
覚

に
障
害
の
あ
る
か
た
の
明
か
り
に
な

ろ
う
と
い
う
心
で
す
。

っ
く
し
に
、

「尽
く
す
」
と
い
う
意
味
を
こ
め
て
、

名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

発
足
は
附
和
印
年
、
今
年
で
げ
年
目

と
な
り
ま
し
た
。
昔
釈
で
は
、
税
み

手
が
れ
副
閥
的
な
鋭
み
を
し
た
り
、
前

出
在
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
と
、

そ
白
文
章
白
持
つ
本
当
の
情
感
と
か
、

味
わ
い
が
史
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

音
訳
と
は
読
ん
で
伝
え
る
、
罰
百
き
干

に
な
り
代
わ
っ
て
音
声
で
表
現
す
る
、

そ
う
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
た
だ
、

上
辺
だ
け
、
活
字
だ
け
を
拾
勺
て
も
、

内
容
が
聞
き
手
に
伝
わ
っ
て
こ
な
い

わ
け
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
、
下
調

べ
が
す
ご
く
大
事
な
こ
と
に
な
っ
て

き
ま
す
。
下
調
べ
の
あ
ま
り
の
苦
し

さ
に
、
退
会
し
よ
う
か
江
と
何
度
か

ず
る
い
考
え
を
お
こ
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
自
分
を
成
長

さ
せ
た
か
っ
た
ら
、
自
分
に
厳
し
く

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
、
そ
ん
な

「

ふ
う
に
思
う
た
の
で
す
。
今
で
は
、

辞
替
を
引
い
た
り
、
調
べ
た
り
す
る

時
聞
が
む
し
ろ
悲
し
く
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
に
喜
ん
で

も
ら
え
た
ら
、
人
の
た
め
に
な
る
な

ら
、
そ
う
思
っ
て
私
は
始
め
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
に
な
る
と
結
局
、
自

分
自
身
の
た
め
だ
っ
た
白
で
は
な
い

か
と
、
そ
ん
な
こ
と
に
気
が
つ
い
た

の
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
し
て
や

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、

一

方
通
行
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
た

く
さ
ん
回
出
会
い
に
よ
っ
て
、
お

E

い
が
高
め
あ
え
る
閑
樺
な
ん
だ
、
自

分
自
身
が
育
て
ら
れ
る
場
所
な
ん
だ

と
い
う
こ
と
を
実
感
し
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
が
分
か
り
ま
し
た
時
に
、
あ
あ
、

こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
か
ら
私
は

M

年
間
続
け
ら
れ
て
こ
れ
た
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
悟
勺
た
わ
け
で
す
。
今
で

き
る
時
に
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
、
そ
ん
な
気
が
す
る
ん
で
す
。

私
に
と
っ
て
は
、
学
習
と
思
っ
て
や
っ

た
こ
と
で
は
な
い
ん
で
す
け
ど
、
こ

白
昔
訳
は
生
涯
の
学
習
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
気
力
、
体
力
の

続
く
限
り
、
続
け
た
い
、
続
け
て
い

か
れ
た
ら
な
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

新
世
紀
の
廊
を
ひ
ら
く

作

津
本

ょう陽
さ
ん

軍

真
回
目
撃
・
ま
す
村
親
子
は
戦
国
1

0
0年
の
市
?
で
、

一
つ
の
謎
で
す
。

現
代
で
言
え
ば
、
中
小
企
業
が
大
企

撞
と

E
角
に
渡
り
ム
H

っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
戦
国
時
代
は
、
ま
さ
に
力

の
時
代
で
あ
り
、
謀
略

一
つ
に
し
て

も
命
懸
け
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、

日
本
を
動
か
し
て
い
る
の
は
、
政
治

家
、
官
僚
、
そ
し
て
財
界
人
で
す
が
、

そ
の
当
時
は
、
真
に
力
の
あ
る
者
白

み
が
生
き
残
れ
た
の
で
す
。
織
田
信

長
は
一
生
の
う
ち
、

1
3
0田
野
戦

に
で
ま
し
た
。
秀
吉

1
5
0回
、
家

康

1
5
0回
、
真
悶

一
旗
は
も
っ
と

出
て
い
ま
す
。
頭
脳
、
策
略
、
度
胸
、

そ
の
上
に
強
い
速
が
必
要
で
し
た
。

平
安
時
代
の
耕
地
面
積
は
、
全
体
由

一
割
程
度
で
、
あ
と
は
荒
れ
地
か
沼

で
し
た
が
、
戦
国
時
代
に
そ
れ
を
耕

し
ま
し
た
。
人
口
も
増
え
、
平
安
時

代
1
0
0
0万
人
程
度
で
あ
っ
た
も

の
が
、
戦
国
時
代

1
0
0年
が
終
わ

る
頃
に
は
、

4
0
0
0万
人
に
接
近

し
て
い
ま
し
た
。
日
本
は
、
古
い
時

代
か
ら
強
大
な
戦
力
を
曹
え
た
侍
が

多
数
い
ま
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

で

初
め
て
軍
隊
が
で
き
た
の
は
、
そ
れ

か
ら
数
十
年
桂
の
こ
と
で
し
た
。
日

本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
戦
え
ば
、
極
め

て
短
期
間
に
全
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
征
服

し
た
で
し
ょ
う

曲
川
時
代
は
、
身
分
制
度
が
あ
り
、

本
音
と
た
て
ま
え
を
使
い
分
け
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
時

代
に
、
日
本
人
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど

こ
に
向
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
、
読
み
、
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
に

向
か
い
ま
し
た
。
寺
子
屋
が
そ
の
い

い
例
で
す
。
麗
業
革
命
を
行

っ
た
イ

ギ
リ
ス
の
男
性
の
識
字
率
は
お
%
、

女
性
は
ゼ
ロ
に
近
か
勺
た
の
で
す
。

日
本
で
は
男
性
別
%
、
女
性
は
お
%

で
し
た
。
産
業
革
命
は

1
0
0年
先

ん
じ
ら
れ
て
も
、
加
数
年
で
追
い
つ

け
た
理
由
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
現

在
の
よ
う
に
閤
難
な
状
況
に
あ
っ
て

も
、
日
本
人
が
持
っ
て
い
る
、
優
れ

た
資
質
が
新
た
な
時
代
を
ひ
ら
く
と

考
え
て
い
ま
す
。
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『上田市誌』

新監修者に

東大大学院教授
まこと

佐藤信さんが

就任

-1月
定
例
会

i
月
U
日
幽
開
催
し
た
l
月
定

例
会
自
主
な
内
容
は
、
次
白
と
お

り
で
す
。

審
聴
事
項

一
上
田
市
立
小
・
中
学
校
の
学

校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校

軍
剤
師
の
公
務
災
書
補
償
に
関

す
る
条
例
施
行
規
則
自
制
定
に

つ
い
て

公
立
学
校
の
芋
校
医
、
学
校

歯
科
医
及
び
学
校
草
剤
師
の
公

務
災
害
補
慣
に
関
す
る
法
律
町

一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
上
田
市
立
の
小
・
中
学
校

O 

石井進東京大学名音教授の急逝に伴い、空

席となっていた上田市誌監修者の後任人事を

昨年12月に開催した上田市鶴刊行会で協議し

ました。石井先生の遺志を継く力、たというこ

とで、東京大学大学院教授の佐藤信さん (49
歳)に決定し‘本年 1月23日酬に平尾刊行会

長(市皇)、小池・横井編さん正副委員長が上

京してお願いをし、就任していただきました。

の
学
校
医
等
の
公
務
災
害
補
慣

の
経
費
負
担
が
長
野
県
教
育
委

員
会
か
ら
上
田
市
教
育
委
員
会

に
移
行
さ
れ
る
た
め
、
補
慣
の

範
囲
、
金
額
、
支
給
方
法
等
に

つ
い
て
上
回
市
の
条
例
で
定
め

る
こ
と
が
必
婆
に
江
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
補
慣
の
手
続

き
等
を
定
め
た
規
則
自
制
定
も

必
要
に
な
り
、
制
定
す
る
規
則

の
内
容
等
に
つ
い
て
審
議
し
、

車
恕
さ
れ
ま
し
た
。

二
上
田
市
文
化
財
保
題
審
級
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て

操
車
周
平
委
員
の
辞
任
と
欠

日
補
充
と
し
て
桜
井
松
夫
氏
を

委
H
H
に
任
命
す
る
件
に
つ
い
て

審
議
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

『上田市箆』

錨さんだより⑮

市誌・さん室(圃@抑制)

上田市の方言
m
，、，、

上
回
と
い
う
風
土
を
宵
ん
だ
自
然

由
恵
み
と
長
い
歴
史
は
、

言
語
生
活

に
も
恩
恵
を
も
た
ら
し
、
方
言
の
豊

か
さ
と
い
う
形
で
現
在
に
生
き
て
い

ま
す
。
共
通
路
で
は
置
現
で
き
な
い

微
妙
な
言
い
回
し
ゃ
物
申
持
つ
性
質

を
簡
潔
な
際
形
で
言
い
切
り
、
社
会

生
活
に
恒
利
さ
と
と
も
に
潤
い
を
与

え
て
き
ま
し
た
。
I
枚
の
方
言
地
図

と
と
も
に
敬
館
を
取
り
上
げ
、
上
田

市
方
肯
白
特
徴
の

一
端
を
紹
介
し
ま

す
。

1

方
言
地
図
か
ら
見
え
る
こ
と

狭
い
地
域
に
の
み
使
わ
れ
る
時
そ

れ
の
み
を
取
り
上
げ
て
も
方
官
白
生

き
生
き
と
し
た
聾
は
と
ら
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
と
こ
ろ
が
方
言
地
図

(吉
開

地
図
と
も
い
う
)
に
し
て
み
る
と
、

い
ろ
い
ろ
興
味
深
い
こ
と
が
読
め
て

き
ま
す
。
次
に
紹
介
す
る
の
は
体
の

「
ふ
く
ら
は
吉
」
の
呼
び
名
の
地
図

で
す
。

“. 

千
曲
川
を
抽
出
ん
で
西
は
シ
ョ
l
ズ

。~\一
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ツ
系
が
、
車
に
は
タ
ブ
タ
フ
系
が
分

布
し
て
い
ま
す
。
塩
固
に
広
が
る
シ
ョ
ー

ズ
ツ
と
似
た
語
形
は
、
実
は
日
本
で

も
広
〈
み
ら
れ
ま
す
。
シ
ョ
ズ
ツ

(山
梨
)
、
シ
オ
ズ
ツ

(広
島
)
、
シ

オ
ズ
ト

(岡
山
)
な
ど
。
昔
、
血
を

"64VLC 

連
ぷ
と
き
に
使
っ
た
藁
葺
が

「
ふ
く

ら
は
ぎ
」
に
似
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら

の
命
名
で
し
ょ
う
か
。
も
と
も
と
シ
ョ

ズ
ツ
系
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
へ
桂
か
ら

タ
プ
タ
プ
系
が
入
勺
て
き
た
も
白
と

類
推
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

タ
l
ラ
ッ

パ
ギ
は
小
諸
市

・
佐
久
市
へ
と
続
く

言
草
で
す
。

2

味
わ
い
深
い
敬
語

東
借
地
方
は
敬
跨
が
比
較
的
安
な

い
地
域
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
も
上 '. 

[ 23] 

困
地
方
に
は
散
命聞
が
け
っ
こ
う
あ
り
、-a・

恒
し
さ
と
共
に
上
品
な
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
次
由
よ
う
な
言
い
伝
え
が
あ
り

ま
す
。

「
上
回
お
ん
く
れ

担
城
は
お
く
れ

な
ぜ
か
松
代
く
だ
し
か
れ
」

上
回
で
は

「く
だ
さ
い
」
と
い
う
場

合、

「
お
ん
く
れ
」
と
雷

っ
た
の
で

す
。
「
お
ん
」
は
敬
ぬ
表
現
白

「御
」

な
白
で
す
。
事
実
、
多
く
白
話
者
か

・り、「お
ん
く
れ
な
す
っ
て
あ
り
が
と

ご
わ
し
た
」
(
八
木
沢
)

「あ
ん
た
お
ん
食
べ
と
よ
く
宮

わ
れ
た
」
(補
田
)

な
ど
と
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

『
行

か
れ
る
の
で
す
か
」
と
い
う
場
合
、

「行
苦
ん
き
る
か
」
と
、
敬
意
を
こ

め
て
置
し
く
言
い
ま
し
た
。
害
考
ま

で
に
明
治
結
年
型
計
四

『上
回
附
近

方
官
調
査
』
に
は
次
申
よ
う
な
興
味

深
い
記
述
が
あ
り
ま
す
。

ub事
い

す

L

「猶
上
回
藩
に
出
石
藩
の
言
語
多

く
残
れ
り
。
オ
マ
へ

「〔
今
日
ハ

)

イ
キ
ン
サ
ル
カ

(行
き
な
さ
る
か
〕

な
ど
の
簡
な
り
」

こ
由
ほ
か
、
会
話
回
末
尾
に
つ
〈

「
i
な
い

(な
え
)
」
も

「
あ
白
な

え

〔い〉

こ
の
な
え
(
い
)

皐

回
の
な
え

(
い
ご

と
宮
わ
れ
る
ほ

ど
今
で
も
よ
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
に
も
軽
い
敬
意
と
親
し
み
の
意
味

が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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